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発行広報委員会

に
つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
質

疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た
。

問
：
西
山
氏
（
佐
賀
）

木
村
氏
（
大
阪
）

建
設
関
係
の
他
保

険
者
が
、
チ
ラ
シ
、

葉
書
等
を
使
っ
て
さ

か
ん
に
勧
誘
を
行
っ

て
お
り
、
内
容
を
見

る
と
当
組
合
よ
り
内

容
が
良
く
、
組
合
員

か
ら
当
組
合
に
加
入

し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト

等
に
つ
い
て
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、

何
か
説
得
力
の
あ
る

説
明
材
料
は
な
い
か
。

答
：
（
事
務
局
）

現
時
点
で
は
、
多

少
の
差
を
あ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
有
効
な
説

明
材
料
に
苦
慮
し
て

い
る
が
、
今
後
十
分

対
抗
策
等
を
考
え
て

い
き
た
い
・

問
：
錦
織
氏
（
宮
城
）

国
庫
補
助
金
の
算

出
方
法
に
つ
い
て
説

明
し
て
ほ
し
い
。

答
：
（
事
務
局
）

昨
年
十
月
か
ら
の
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承
認
さ
れ
た
。

以
上
が
当
日
の
会
議
内

容
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

決
算
の
数
字
に
つ
い
て

は
全
板
新
聞
に
て
お
目
通

し
下
さ
い
・

私
達
の
全
板
国
保
は
、

板
金
業
者
だ
け
の
国
保
組

合
で
す
の
で
、
そ
の
意
味

に
お
い
て
も
本
当
の
助
け

合
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

引
い
て
は
、
愛
板
五
十
九

年
度
の
決
算
書
で
も
、
お

わ
か
り
の
様
に
、
還
付
金

及
び
手
数
料
に
て
組
合
運

営
に
大
き
く
寄
与
し
て
居
、

る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

組
合
員
各
位
も
、
色
々
と

事
情
は
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
相
互
扶
助
の
精
神

に
の
っ
と
り
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
、
全
板
国
保

労
災
保
険
に
加
入
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
も
っ
と
充

実
し
た
組
合
活
動
が
出
来

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
此

れ
を
磯
会
に
、
組
合
員
全

員
が
加
入
さ
れ
ん
事
を
切

望
い
た
し
ま
す
。

厚
生
委
員
長

磯
崎
欽
伍

新
方
式
は
、
概
略

（
療
養
の
給
付
費
、

療
養
費
の
費
用
額
）

×
だ
％
×
“
而
で
計

算
さ
れ
、
医
療
費
用

額
の
約
躯
ｌ
託
％
相

当
と
な
り
、
こ
の
額

は
大
旨
療
養
の
給
付

費
の
約
妬
兜
程
度
に

な
る
。

以
上
の
質
疑
応
答
の
後
．
、

議
長
は
第
一
号
議
案
を
諮

っ
た
と
こ
ろ
満
場
異
議
な

く
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

第
二
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
剰
余

金
処
分
に
関
す
る
件

指
名
を
受
け
た
若
林
理

事
長
は
、
本
年
度
剰
余
金

三
億
四
○
八
二
万
五
三
九
四

円
の
処
分
に
つ
い
て
、

「
組
合
員
一
割
負
担
導
入

に
踏
み
切
っ
た
結
果
、
予

想
以
上
に
多
く
の
剰
余
金

を
得
る
こ
と
が
出
来
た
わ

け
だ
が
、
被
保
険
者
の
減

少
傾
向
等
も
考
慮
に
入
れ
、

来
年
度
の
保
険
料
は
据
え

置
き
た
い
と
考
え
る
の
で
、

三
億
一
○
○
二
万
五
三
九
四

円
を
六
○
年
度
へ
繰
越
し
、

残
り
を
特
別
積
立
金
に
一

九
○
○
万
円
、
給
付
費
等

支
払
準
備
金
に
九
○
○
万

円
、
退
職
積
立
金
に
二
八

○
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
積
立

て
た
い
哩
旨
述
べ
た
。

議
長
は
、
こ
れ
を
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
満
場
異

議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決

午
后
一
時
よ
り
、
全
国
各

県
板
担
当
議
員
、
四
十
名

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た

若
林
理
事
長
は
「
健
保
法

改
正
に
連
な
り
、
組
合
員

一
割
負
担
を
導
入
せ
ざ
る

を
得
な
い
等
、
大
き
な
変

動
の
あ
っ
た
五
九
年
度
も

よ
う
や
く
終
了
し
、
決
算

等
を
審
議
願
い
た
い
。

決
算
で
は
予
定
以
上
の

剰
余
金
を
残
す
こ
と
が
出

来
た
が
、
被
保
険
者
の
減

少
等
の
問
題
も
残
し
て
い

る
の
で
、
組
合
員
と
も
ど

も
一
致
協
力
し
て
事
に
当

り
た
い
」
旨
の
挨
拶
を
し

た
。
続
い
て
議
長
を
選
任

し
、
議
事
に
入
る
。

議
長
は
本
日
の
出
欠
状

況
を
報
告
し
、
会
議
が
成

立
す
る
旨
を
告
げ
た
。

第
一
号
議
案

昭
和
五
十
九
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
の

承
認
を
求
め
る
件

議
長
よ
り
指
名
を
受
け

た
若
林
理
事
長
は
、
昭
和

五
十
九
年
度
事
業
及
び
決

算
の
概
況
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
、
「
健
保
法
改
正

板
金
国
保
組
合
会
は
、

述
べ
た
。

続
い
て
斉
藤
会
計
理
事

に
決
算
報
告
を
行
う
よ
う

求
め
た
。
昭
和
五
十
九
年

度
収
入
支
出
決
算
概
要
書

を
基
に
、
収
入
総
額
四
四

億
七
一
一
七
万
九
一
七
円

支
出
総
額
四
一
億
三
○
三
四

万
五
五
二
三
円
、
差
引
残

額
三
億
四
○
八
二
万
五
三

九
四
円
。
た
だ
し
、
こ
の

う
ち
前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
が
三
億
四
○
三
万
六
六

八
七
円
あ
る
の
で
差
引
三

六
七
八
万
八
七
○
七
円
が

単
年
度
の
正
味
残
余
額
と

な
る
と
説
明
し
た
。

こ
の
後
、
前
砂
総
務
課

長
が
昭
和
五
十
九
年
度
収

入
支
出
事
項
別
明
細
書
を

詳
細
に
亘
り
説
明
し
た
。

以
上
の
説
明
の
後
、
議

長
は
桑
山
監
事
に
監
査
報

告
を
求
め
た
。

こ
れ
を
受
け
た
桑
山
監

事
は
、
「
去
る
七
月
十
一

日
に
監
事
三
人
に
よ
り
監

査
を
行
っ
た
結
果
、
事
務

処
理
は
適
切
に
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
内
容
は
適
正

な
も
の
で
あ
る
と
認
め
た
。
」

旨
報
告
を
行
っ
た
。

議
長
は
、
第
一
号
議
案

愛

に
伴
な
い
、
組
合
員
一
割

負
担
を
五
十
九
年
十
二
月

一
日
よ
り
実
施
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
被
保
険
者

数
の
減
少
傾
向
が
生
じ
て

い
る
が
、
医
療
費
に
対
す

る
影
響
は
予
想
以
上
に
大

き
く
、
十
二
月
以
降
で
一

人
当
り
額
一
○
・
五
％
も

下
廻
っ
た
。
こ
の
結
果
、

決
算
も
中
間
で
予
想
し
た

以
上
の
剰
余
金
を
得
た
の

で
、
剰
余
金
処
分
に
つ
い

て
も
、
来
年
度
へ
の
備
え

を
し
て
お
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
小
出
専
務
理
事

は
、
議
案
害
に
基
づ
き
、

①
庶
務
事
項
②
被
保
険

者
数
③
保
険
料
収
入

④
医
療
費
及
び
付
加
給
付

の
状
況
⑤
補
助
金
の
収

納
状
況
⑥
保
健
施
設
事

業
⑦
趣
旨
普
及
事
業
に

つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
行

う
と
と
も
に
、
十
二
月
現

在
で
の
決
算
見
込
と
決
算

と
の
約
九
、
二
○
○
万
円

の
剰
余
金
増
の
説
明
と
し

て
、
比
較
表
を
示
し
、
組

合
員
一
割
負
担
導
入
に
よ

る
予
想
外
の
医
療
費
ダ
ウ

ン
が
主
な
原
因
で
あ
る
と

愛知県

板金工業組合

灘
索
警
ｉ
ト
フ
坪
罷

富
士
液
ラ
ス
シ
Ｉ
卜

鉄
骨
建
築
に
…
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何
時
し
か
お
盆
も
過
ぎ

て
残
暑
厳
し
い
折
柄
何
如

お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
方
に
は
毎
日
／
、

家
業
に
忙
し
く
厳
し
い
経

済
、
社
会
情
勢
を
乗
り
切

る
為
に
お
励
み
の
事
と
お

察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
全
板
連
で
は
、

厳
し
い
経
済
、
社
会
情
勢

を
克
服
す
る
為
、
多
角
経

営
的
趣
向
を
取
り
入
れ
、

事
業
の
一
層
の
拡
大
、
充

実
を
計
り
雨
の
日
、
風
の

日
に
家
の
中
で
作
業
が
で

き
る
ダ
ク
ト
エ
事
を
大
い

に
取
り
入
れ
経
営
の
安
定

を
計
り
板
金
業
界
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
様

〃
厨
一
房
用
ダ
ク
ト
の
施
工
〃

を
刊
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
の
普
及
の
た
め
、

地
域
毎
に
ト
レ
ー
ナ
ー
の

講
習
が
あ
り
理
事
長
ほ
か

数
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

愛
知
県
も
早
速
準
備
し
て

指
導
委
員
会
、
厨
房
委
員

会
合
同
で
ダ
ク
ト
講
習
を

実
施
し
ま
す
。
各
支
部
長

あ
て
ご
通
知
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

内
容

小
規
模
ダ
ク
ト
の
基
礎

綱
知
識
か
ら
使
用
材
料
、
ダ

建
設
省
の
方
針
に
基
づ

い
て
建
設
業
の
下
請
業
者

は
「
建
設
業
許
可
」
の
知

事
認
可
を
必
要
と
す
る
こ

と
が
厳
し
く
言
わ
れ
る
様

に
な
っ
た
昨
今
、
こ
の
件

に
つ
い
て
『
愛
板
」
一
月

号
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

個
人
・
法
人
に
拘
ら
ず
、

ー

蚕
感
謝
隷
識
禰
測
織
噸
騨
遜
蕊
嘩
蝉
醸
鍵
誕

別表①認可申請手数料

ダ
ク
ト
講
習

ｌ
愛
講

指
導
委
員
長

事
業
主
に
対
し
て
「
許
可
」

を
受
け
て
頂
き
た
く
提
言

す
る
次
第
で
す
。

組
合
事
務
局
で
は
今
年

度
か
ら
「
許
可
申
請
」
の

代
行
事
務
を
取
り
扱
う
事

に
な
り
ま
し
た
。

申
請
に
必
要
な
手
数
料

は
専
門
業
者
よ
り
、
か
な

り
安
く
別
表
①
の
通
り
で

す
。
新
規
加
入
・
更
新
ど

ち
ら
で
も
事
務
を
扱
い
ま

す
の
で
是
非
組
合
に
委
託

さ
れ
ま
す
様
ご
案
内
致
し

ま
す
。

事
務
局
藤
原

１

コ

一
工
事
に
付
き
三
○
○
万

円
の
工
事
を
請
け
負
っ
た

場
合
は
「
建
設
業
許
可
」

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
法
律
に
な
っ
て
い
ま
す
。

又
元
請
業
者
は
「
許
可
」

の
な
い
下
請
業
者
に
工
事

を
依
託
出
来
な
い
事
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し

県
板
事
務
局

別表②事業主が揃える書類

』Ｌ

愛

な
が
ら
現
実
に
従
来
の
緩

和
さ
れ
た
規
制
の
ま
狸
、

工
事
に
従
事
し
て
い
る
下

請
業
者
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
一
・
二
年
厳
し
い

通
達
を
受
け
て
い
る
元
請

業
者
は
「
許
可
」
の
な
い

下
請
業
者
に
工
事
の
依
託

が
難
し
く
な
っ
て
来
た
事

が
現
状
で
す
。
近
い
将
来

官
・
公
庁
の
下
請
施
工
業

者
は
施
工
金
額
に
関
係
な

く
「
許
可
証
」
が
な
け
れ

ば
工
事
が
出
来
な
く
な
り

ま
す
。組

合
と
し
ま
し
て
も
こ

の
制
度
化
に
伴
い
多
く
の
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外
山
章

ク
ト
の
製
作
、
板
取
り
、

展
開
、
積
算
方
法
な
ど
：

：
大
変
よ
い
勉
強
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
受

講
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。

〃

〃

雨 樋受金具専門店

本社

名古屋営業所

総合センター

Ｌ

、

鉄鋼・建材・機械

愈潤豊I壷淵鴬壷:会敬

の
勧
め

〆

個人企業（青色申儲者）

新規８７，０００－

更新１７，０００－

変史 ９ ， ０００－

（証紙代は別）

法人企業

新規４８，０００－

更新１９，０００－

変更１１，０００－

（証紙代は別）

個人企業（白色申告者）

新規４０，０００－

更新１８１０００一

変更１０‘０００－

（証紙代は別）

証 紙 代

新規５０，０００－

更新20,000-

(個人,法人に係りなし）

個 人

1．‐匡車経歴書

2．工事施工金額

３．便用人数

4．貸借対象表

6．損益計算書

6．営業の沿革

Ⅵ主要取引金融機関

8 ． 住 民 票
9．住宅付近見取図

法 人

恥損益計算
8．損益処分計算

エ事 経 歴 害

工事施工金額

使用人数
株主調番

定款

営業沿誼

損益計算書
損益処分計算書

9．商業登記簿謄本

申蛸直前３年間の主たる工事

１月１日～12月81日までの過

建設業に従事している職員

申請直削1年の納税証明害
〃

明細

去８ケ年

個人に同じ



わ
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
３
時

に
会
場
出
て
、
一
路
ホ
テ

ル
の
方
へ
約
一
時
間
半
程

大
洗
ま
で
走
ら
せ
、
車
中

で
は
、
会
場
の
思
い
出
話

し
を
し
な
が
ら
ホ
テ
ル
に

着
き
ま
し
た
。

太
平
洋
が
展
望
で
き
る

見
晴
し
の
良
い
所
で
し
た
、

昨
夜
の
つ
か
れ
と
、
会
場

の
つ
か
れ
を
ほ
ぐ
し
な
が

ら
、
宴
会
も
そ
こ
そ
こ
に

休
み
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
Ａ
Ｍ
８
時

半
出
発
、
水
戸
の
借
楽
園

で
９
時
か
ら
皿
時
ま
で
、

う
め
所
、
徳
川
の
屋
敷
を

見
学
し
て
、
一
路
豊
橋
へ

途
中
で
昼
食
を
と
り
、
車

中
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た
り

Ｐ
Ｍ
７
時
過
ぎ
、
皆
ん
な

元
気
に
帰
途
、
大
変
つ
か

れ
る
長
旅
で
し
た
が
、
と

っ
て
も
楽
し
い
旅
行
で
し
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着
き
ま
し
た
。

二
日
目
、
梅
雨
空
の
中
、

Ａ
Ｍ
七
時
、
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
で
朝
食
を
し
て
、
筑
波

博
会
場
入
口
に
着
き
ま
し

た
。
９
時
開
門
と
な
り
入

っ
て
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ビ
リ
オ
ン
へ
入
っ
て
行

き
ま
し
た
。
宇
宙
へ
の
旅

と
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
曲
芸
、

パ
ソ
コ
ン
の
発
達
、
そ
れ

は
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
昼

食
を
と
り
な
が
ら
、
一
部

館
で
、
裏
口
か
ら
入
る
な

ど
、
小
雨
降
る
中
見
て
ま

マ
ル
サ
ン
金
属
建
材
皿

招
待
で
、
六
月
八
日
夜
立

一
泊
二
日
、
未
来
と
の
出

合
い
、
筑
波
博
、
水
戸
借

楽
園
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

Ｐ
Ｍ
９
時
出
発
、
一
路
筑

波
へ
走
ら
せ
ま
し
た
。
二

階
建
バ
ス
は
、
始
め
て
乗

る
人
が
多
く
、
皆
ん
な
二

階
に
席
を
と
り
、
下
は
、

岨
名
位
し
か
座
る
場
所
が

な
く
、
仕
事
で
つ
か
れ
て

寝
る
人
、
下
で
お
酒
を
飲

む
人
、
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
い

な
が
ら
行
く
う
ち
に
、
夜

も
更
け
、
皆
ん
な
眠
り
に

磯

；

盛
夏
と
言
う
べ
き
か
、

毎
日
暑
い
日
が
続
く
今
日

こ
の
頃
会
員
の
諸
氏
は
如

何
か
作
業
面
に
於
い
て
は

汗
び
っ
し
ょ
り
、
室
内
で

は
ク
ー
ラ
ー
に
頼
る
程
連

日
の
暑
さ
、
し
か
し
乍
ら

私
達
は
指
を
く
わ
え
て
い

る
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ

こ
で
当
支
部
は
研
修
会
を

催
し
た
。
社
会
に
遅
れ
な

い
様
、
又
技
術
の
変
化
に

対
応
出
来
る
様
に
研
究
と

研
磨
に
励
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
今
日
、
又
と
な
い

「
チ
ャ
ン
ス
」
全
板
企
画

の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
行
事
の
一
端
、
愛
板

を
通
じ
て
の
開
催
。

「
主
題
は
ガ
リ
バ
ニ
ュ
ー

ム
鋼
板
に
つ
い
て
」

研
究
開
発
か
ら
の
ル
ー

ツ
、
現
在
の
と
り
ま
く
環

境
に
ど
の
よ
う
に
吸
収
し

た
ら
良
い
か
、
非
常
に
中

味
の
濃
い
研
修
会
と
な
っ

た
。
講
師
に
は
大
同
鋼
板

㈱
の
専
門
分
野
の
方
々
で

あ
っ
た
。
時
は
八
月
一
日

其
の
後
引
続
い
て
役
員

会
が
催
さ
れ
今
後
の
事
業

計
画
の
検
討
と
反
省
の
討

議
に
移
り
、
尚
事
業
計
画

と
し
て
会
員
相
互
の
理
解

を
密
に
と
日
帰
り
バ
ス
旅

行
を
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
、

来
る
十
月
下
旬
の
予
定
に

な
る
見
込
み
。
日
時
は
追

っ
て
支
部
よ
り
連
絡
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
是
非
大
勢
の
方

々
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が

今
回
の
研
修
会
を
開
催
す

る
に
当
り
色
々
お
骨
折
を

頂
い
た
武
豊
屋
㈱
青
木
社

長
に
対
し
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

知
多
沼
津
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問
屋
親
睦
会
シ
リ
ー
ズ

、
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東
三
支
部

一
浬

マ
ル
サ
ン
金
属
建
材
皿

深
か
っ
た
様
に
思
う
。
活

発
な
質
問
も
出
さ
れ
和
気

あ
い
／
、
の
内
に
全
日
程

を
終
了
し
た
。

「
役
員
会
開
催
」

識

蕊
織
灘
蕊
総
識
畿
溌
溌

た
。

問
屋
さ
ん
、
ど
う
も
有

難
度
う
御
座
居
ま
し
た
。

東
三
支
部脇

坂
美
治

５

職
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鵠...雀ﾏ字

午
后
一
時
よ
り
約
四
時
間

に
わ
た
っ
て
の
長
時
間
、

詳
細
に
つ
い
て
は
愛
板
誌

第
一
八
三
号
に
て
紹
介
さ

せ
て
頂
い
た
も
の
と
内
容

が
重
複
す
る
の
で
省
略
さ

せ
て
頂
く
。

其
の
後
引
続
い
て
「
ア

ル
ミ
ッ
ト
（
工
業
用
半
田

付
）
の
説
明
及
実
演
が
催

さ
れ
特
に
会
員
の
感
心
が
、

板

棺

知
多
支
部
研
修
会
開
催
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戦
争
犠
牲
者
を
出
し
、
そ

何
倍
、
何
十
倍
の
人
々
を

悲
し
み
、
苦
し
ま
せ
た
、

あ
の
い
ま
わ
し
い
過
去
を

忘
れ
か
け
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

憲
法
違
反
で
は
な
い
と

し
ゃ
に
む
に
、
こ
じ
つ
け

正
当
化
し
た
、
閣
僚
の
靖

国
神
社
参
拝
、
防
衛
費
、

Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
％
枠
の
見
直

な
ど
、
政
府
の
政
治
施
政

が
気
に
な
る
昨
今
で
あ
る

二
度
と
あ
の
悲
惨
な
戦
争

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い

そ
し
て
タ
カ
派
的
な
政
治

の
動
向
を
、
注
意
深
く
見

守
り
つ
づ
け
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

八
月
二
十
八
日
㈱
晴

一
八
八
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
終
了

７
月
躯
日
岡
崎
板
金
青

年
部
は
筑
波
博
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
向
け
観
光

パ
ス
で
出
発
、
東
名
岡
崎

イ
ン
タ
ー
よ
り
一
路
東
京

へ
・
部
員
の
中
に
は
子
供

さ
ん
同
伴
の
人
達
も
お
り
、

バ
ス
の
中
で
は
皆
、
ひ
さ

し
ぶ
り
に
話
し
に
花
が
さ

き
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ヘ
到
着
。

入
場
す
る
や
い
な
や
、

オ
オ
カ
ミ
と
ブ
タ
の
お
出

ま
し
だ
。

子
供
達
は
さ
っ
そ
く
、

だ
か
れ
た
り
握
手
を
し
た

り
、
そ
し
て
ど
ん
ど
ん
中

へ
入
っ
て
い
く
。
正
面
に

は
青
い
屋
根
の
高
い
お
城

が
あ
る
。
大
人
で
も
こ
れ

を
見
た
だ
け
で
心
が
お
ど

る
に
ち
が
い
な
い
。

天
候
も
や
や
く
も
り
で

風
が
と
て
も
気
持
ち
が
良

い
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
有
り
、

汽
車
、
蒸
気
船
、
海
賊
お

化
け
の
城
、
ピ
ノ
キ
オ
、

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
各

シ
ョ
ー
な
ど
も
っ
と
／
、

見
た
い
乗
り
た
い
。
一
言

で
は
表
現
で
き
な
い
。
こ

れ
ぞ
ま
さ
に
百
間
は
一
見

に
し
か
ず
。

私
達
の
一
行
は
、
「
夢
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岡
一
崎
一
青
一
年
一
部

筑
波
科
学
博
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
旅
行

＋
感
電
防
止

大
容
量
の
電
気
を
使
っ

て
い
る
某
大
工
場
の
責
任

者
は
、
受
電
側
の
電
路
は

開
い
て
お
く
の
は
当
然
だ

が
、
万
一
を
考
え
供
給
す

る
工
場
側
の
電
路
も
ま
た

全
部
開
い
て
、
電
気
的
に

は
変
電
施
設
を
完
全
に
孤

立
さ
せ
た
の
ち
、
十
数
名

に
作
業
を
さ
せ
て
い
ま
し

蕊
編
癖
繰
需
溌
溌
凝
蕪
蕊
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と
魔
法
の
王
国
デ
ィ
ズ
ニ

ー
」
の
世
界
を
血
％
満
喫

し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
思
う
。

全
世
界
の
化
学
、
夢
を

つ
め
こ
ん
だ
筑
波
博
、
デ

ィ
ズ
ー
ー
ー
、
こ
れ
を
自
分

の
目
の
前
で
見
た
私
達
は

大
変
幸
せ
な
人
間
の
一
人

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

最
後
に
こ
の
企
画
を
実

行
し
成
功
さ
せ
た
沢
田
副

部
長
、
名
文
句
の
案
内
を

製
作
し
た
山
本
副
部
長
、

そ
し
て
青
年
部
一
同
参
加

者
の
皆
さ
ん
ほ
ん
と
う
に

有
が
と
う
。

蕊室

全日本板金工業組合連合会指定商品

カラーー組立雨樋
長尺銅製雨樋鳳鳳

内
容

下
地
、
軒
先
、
ド
ブ
、
道

具
、
キ
ャ
ッ
プ
、
木
下
地
．
、

役
物
、
樋
部
分
、
箕
甲
葺

の
取
合
せ
、
棟
の
取
合
せ
、

現
場
研
修
、
銅
板
本
瓦
棒

葺
姿
図
、
写
真
銘
枚
、
図

表
喝
ケ
所
な
ど

一
冊
五
○
○
円

申
し
込
み
は

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

青
年
部
日
泰
寺
係

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

青
年
部
は
、
昭
和
詔
年
、

覚
王
山
日
泰
寺
の
銅
屋
根

工
事
の
現
場
で
研
修
会
を

行
な
い
調
査
研
修
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
た
。

全
国
の
青
年
部
員
か
ら

の
要
望
も
あ
り
増
刷
す
る

こ
と
に
な
り
、
組
合
員
の

方
々
に
も
お
頒
け
致
し
ま

す
の
で
各
支
部
で
ま
と
め

て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

す
か
ら
、
も
し
こ
の
場
合

工
場
側
の
電
路
を
閉
じ
た

ま
ま
に
し
て
い
れ
ば
、
作

業
者
は
何
万
ボ
ル
ト
に
も

昇
圧
し
た
電
撃
を
受
け
る

と
こ
ろ
で
し
た
。

変
圧
器
の
二
次
側
か
ら

ろ
と
、
発
電
１

機
を
廻
し
、
機
械
の
試
運

転
を
し
て
い
る
人
を
発
見

し
ま
し
た
。

変
圧
器
は
電
圧
を
降
下

又
は
上
昇
さ
せ
る
設
備
で

す
か
ら
、
も
し
こ
の
場
合

ろ場分遠電し達はまるが何事た何た
と内けざ施てが現こせでつと務工気と。
、をしけ設い作在 のんはい蛍所場なこ
発調て、かる業自工かあて光に内くる
君べ工手ら変を分場・りい灯はの見が

山
柿
や

五
六
頚
お
も
き

枝
の
先

（
蛇
筋
）

戦
後
四
十
年
。
今
年
も

厳
し
い
暑
さ
の
中
で
八
月

十
五
日
を
迎
え
た
。

四
十
年
前
、
私
は
国
民

学
校
（
現
小
学
校
）
の
五

年
生
だ
っ
た
。

こ
の
日
が
め
ぐ
り
来
る

た
び
に
、
「
ほ
し
が
り
ま

せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
と
子

供
心
な
が
ら
戦
争
に
一
生

懸
命
だ
っ
た
当
時
を
思
い

出
す
の
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
四
十
年
、
廃

嘘
か
ら
復
興
し
、
今
で
は

世
界
一
、
二
の
富
め
る
国

と
な
っ
た
。

し
か
し
三
百
余
万
人
の

〈Ｓ＞
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電話静岡0542(83)4088(代）

一
次
方
面
に
、
逆
に
電
流

が
流
れ
た
た
め
に
昇
圧
し

て
災
害
が
発
生
し
た
例
に
、

停
電
さ
せ
た
需
要
家
側
の

電
路
は
閉
じ
た
ま
ま
に
し

て
配
電
線
の
停
電
作
業
中
、

突
然
需
要
家
側
か
ら
逆
送

電
さ
れ
電
撃
傷
を
受
け
た

人
が
い
ま
し
た
。

驚
い
て
調
べ
て
み
る
と
、

当
日
停
電
に
な
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
て
い
た
そ
の
需

要
家
側
で
は
、

リ
ー
ス
し
た

発
電
機
を
回

重
し
た
か
ら
た

三
ま
り
ま
せ
ん
。

昇
圧
し
た
電

一
塁

流
が
配
電
線

一
一
ｑ

側
に
逆
送
電

は
さ
れ
た
の
で

策
し
た
。こ

れ
な
ど

対

ま
さ
に
〃
ま

全
さ
か
、
や
つ

安
ば
り
〃
、
逆

方
向
に
送
電

さ
れ
る
こ
と

な
ど
は
絶
対

に
な
い
、
な
ど
と
考
え
て

い
て
も
、
こ
の
二
例
の
よ

う
に
意
外
な
場
合
も
ま
た

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
常
に
危
険

を
予
知
し
、
そ
の
危
険
を

防
ぐ
た
め
に
は
二
重
三
重
、

念
に
は
念
を
入
れ
て
処
置

し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ

は
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

″
覚
王
山
日
泰
寺
〃

「
銅
屋
根
本
瓦
葺
研
修
」
レ
ポ
ー
ト

申
し
込
み
受
付

や雲，


